
                                                                     

 ＋－ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 だ よ り  第 ８ 号                                                   

大 和 町 立 宮 床 中 学 校 

校  長   大 泉 真 澄  

【住所】大和町宮床字四辻 13 番地の 7 

【電話】０２２－３４６－２００６ 

自立・共励・躍進 令和５年１１月２８日発行 

11月２０日（月）の 6校時目に，火災を想定した避難訓練を 

実施しました。当日は強風のため，校庭ではなく，新体育館への 

避難となりました。 

今回は，１F図書室からの火災を想定した避難訓練を実施しま 

した。生徒たちは，避難開始の指示に従って静かに新体育館への 

避難を終えました。発報から点呼・報告まで 4分２７秒で全生徒 

の避難が完了しました。 

避難後には，消防隊員による消火器の使用についての講習があり 

ました。具体的で分かりやすい説明で，生徒たちにとってとても良かったと思います。 

秋から冬は空気が乾燥し，火災が発生しやすい季節です。 暖房器具

などを使う頻度も多くなるため，火気の取り扱いには十分注意が必要

です。全国では，毎年 3万件以上の火災が発生しています。学校，家

庭，地域ぐるみで防火意識を高めることが必要です。 

宮床中は，今後も様々な災害を想定しながら防災 

意識を高め，いざというときに行動できるように努 

めてまいります。 

11月９日（木）に 3年生を対象とした，薬物乱用防止教室を実施しました。講師は学校薬剤師の東

修平先生で，薬物乱用による心身への影響や社会的影響に理解するとともに，薬物には絶対に手を出 

さないという強い意志を持つことの大切さを確認するために行い

ました。薬物乱用防止教室の実施前に，薬物に対する意識調査を行

ったところ，「あなたは覚醒剤に対してどのような印象を持ってい

ますか」の問いに対し，多くの生徒は「体がぼろぼろになる」「犯

罪に巻き込まれる」といった回答でしたが，中には「かっこいい」

「良い気持ちになれる」といった回答もありました。また，「薬物

を使用することについてどう思いますか」の問いに対しては，「個

人の自由だと思う」という意見が一定数見られました。 

薬物乱用教室では，東先生から，薬物の危険性や体への影響， 

薬物を勧められたときや周りで薬物をやっている人がいた場合の対応 

などを教えていただきました。東先生の話で印象的だったのは，薬物 

の勧誘があった場合，無理に断るのではなく，すぐにその場から逃げ 

なさいという点でした。これは，周りで薬物を使用している人がいる 

ときの対応も同様で，止めようとするのではなく，その場から逃げる 

ことが大切だと話していました。 

薬物乱用教室後のアンケートでは、薬物に対する甘い認識はなくなり， 

薬物は恐ろしい，絶対に使用しないといった意見に変わっていました。 

大和町大切にしたい４つの力「人を大切にする力」「自分の考えを持つ力 」「自分を表現する力」「チャレンジする力」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子卓球部 団体戦  準優勝  個人戦シングルス ベスト４ A・K 
男子卓球部 団体戦 ベスト 8 
 

  
 

 

【１２月の主な行事予定】 

１日（金）新入生保護者説明会・新入生学校見学会 

４日（月）※部活なし 

６日～１０日 部活中止（考査前のため） 

７日（木）職員会議 ※部活なし 

 8 日（金）生徒会専門委員 ※部活なし会  

１１日（月）第３回定期考査（１・２年） 

中央委員会 

１２日（火）書道教室（1 年）  

１４日（木）授業参観・学年 PTA ※部活なし 

１８日（月）標準学力検査（１・２年） 

      携帯電話安全教室 

２２日（金）第２学期終業式 

※部活なし・給食なし 
 

 
 
冬季休業日 

12/2５（月）～1/５（金） 

 

【１月の主な行事予定】 

９日（火）第 3 学期始業式 ※部活なし・弁当 

１０日（水）実力テスト② １・２年 

     私立高校推薦入試 

１１日（木）生徒会専門委員会・中央委員会 

１６日（火）実力テスト⑤ 3 年 

１７日（水）※部活なし 

２４日（水）職員会議 ※部活なし 

３０日（火）私立高校一般入試 A 

３１日（水）※部活なし 

１２月・１月の行事予定 

大和町大切にしたい４つの力「人を大切にする力」「自分の考えを持つ力 」「自分を表現する力」「チャレンジする力」 

 

11月 6日（月）に，1学年ＰＴＡ行事，うぶごえ座によるいのちの授業が行われました。うぶご
え座は宮城県の助産師が中心となって出前講座をおこなっているチームです。児童生徒や保護者に，
命の大切さを感じてもらう活動をしています。うぶごえ座のコンセプトは「自己受容」。子どもたち
が「自分を好きになる気持ちを高められること」「からだについての心配を減らすこと」「お互いを思
いやる気持ちを育てること」を目標にしています。 
いのちの授業では，寸劇などを用いた出産の説明や，思 

春期とはどんな時期か，男女交際や性の多様性などについ 
て学ぶことができました。 
授業後の生徒の感想には，「今まではいのちとは何だろう 

と思っていました。この授業で，いのちとはこれから生き 
ていく時間なんだと分かりました」「自分の親がこんなにも 
苦労して僕を産んでくれたとは思っていませんでした」「人 
のいのちはとても複雑なものということが分かりました」 
「私たちの体と心は,一人一人違い，一人一人に個性があるのだなと思いました。みんなと違うからと
いって，焦ったり，不安になる必要もないことも分かりました。中学生という思春期はどのようなも
のか分かり，これから役立つ授業になりました」など，たくさんのことを学べたようです。 

保護者の感想では，「思春期で，親とは性について話す 
ことが難しい中，このような授業をしてくださり，子ど 
もたちは初めて知ったこともあったと思う。昔とは違って
各々の個性を尊重する時代で，自分や他人を認め合い，み
んなが安心して過ごせる環境になると良いと思う。」など
の感想をいただきました。 
授業をとおして，いのちの大切さ，他人を理解し，助け

合う関係の大切さ，自分を好きになることの大切さなどを
学ぶことができました。うぶごえ座の皆様，本当にありが
とうございました 


